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Pick Up
今月の話題

　

今
年
４
月
か
ら
福
島
大
学
に
新
た

に
開
設
さ
れ
た
食
農
学
類
の
小
山
良

太
教
授
ら
は
４
月
18
日
、
町
役
場
を

訪
れ
、
前
後
公
町
長
に
新
学
類
開
設

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

福
島
大
学
食
農
学
類
で
は
、「
農

学
専
門
教
育
」
と
「
農
学
実
践
型
教

育
」
の
２
つ
の
柱
か
ら
な
る
「
新
た

な
農
学
教
育
」
に
よ
り
、
実
践
的
農

学
を
身
に
付
け
、
国
際
化
時
代
の
食

と
農
の
課
題
に
対
し
て
主
体
的
・
創

造
的
に
取
り
組
む
地
域
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
「
農
学
実
践
型
教
育
」

で
は
、
本
県
農
業
を
取
り
巻
く
課
題

解
決
や
農
業
再
生
に
向
け
て
、
本
町

な
ど
県
内
の
９
市
町
村
と
連
携
し
て

実
践
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
ま

す
。
本
町
に
お
い
て
は
、
農
業
振
興

や
地
域
密
着
型
の
学
生
教
育
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
た
活
動
な
ど
を
予
定
し
て

お
り
、
２
０
２
１
年
か
ら
の
本
格
実

施
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

小
山
教
授
は
「
猪
苗
代
町
は
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
、
学
生
の
学
習
環

境
に
適
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ

ん
の
力
を
借
り
な
が
ら
学
生
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
今
後
に

向
け
た
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

　

前
後
町
長
は
「
本
町
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
食
農
学
類
と
連
携
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
協
力
を
誓
い
ま
し
た
。
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今月の表紙
東中学校入学式で新入
生代表誓いの言葉を述
べる佐藤はるかさん。
佐藤さんは、中学校生
活に向けて力強く誓い
の言葉を述べました。

【関連 11 ページ】

【撮影日】４月８日
【撮影場所】　東中学校
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五
十
嵐　

隆　

久

１
０
９
人
の
区
長
に
委
嘱
状
交
付

　

平
成
31
年
度
の
町
区
長
委
嘱
状
交
付
式
は
４
月
３
日
︑
町
役
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。　

　

委
嘱
状
の
交
付
に
先
立
ち
︑
長
年
区
長
を
務
め
ら
れ
︑
退
任
さ
れ
た
皆

さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

交
付
式
で
は
︑
前
後
公
町
長
が
各
地
区
代
表
の
区
長
に
委
嘱
状
を
手
渡

し
︑
町
政
発
展
の
た
め
︑
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

感
謝
状
贈
呈
者（
敬
称
略
）

古
城
町　

月
岡　

義
文
（
在
職
４
年
）

蟹
沢
長
浜　

渡
部　

権
一
（
在
職
４
年
）

相
名
目　

古
川　
　

悟
（
在
職
４
年
）

廻
谷
地　

鈴
木　

孝
二
（
在
職
４
年
）

富　

永　

小
林　
　

清
（
在
職
４
年
）

田
子
沼　

安
部　

辰
雄
（
在
職
４
年
）

水　

沢　

遠
藤　

正
浩
（
在
職
４
年
）

白
木
城　

遠
藤　
　

博
（
在
職
12
年
）

小　

田　

渡
部　

長
昭
（
在
職
６
年
）

感謝状を受ける月岡さん（右）
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生涯学習課長 議会事務局長

小野木　克政

　議会は、条例や予算などを審議し、町政の在り方を
決定する議決機関です。議会事務局は議会の事務処理
体制を整え、議会の機能発揮を支えるために設置され
ており、主に議事録作成や請願陳情の受け付け、議会
だよりの発行などの事務を行っています。円滑な議会
運営と、正確な事務局機能の推進に努めます。

円滑な議会の運営と正
確な事務局機能の推進
に努めます

古川　一昭

　「学びいな」や「和みいな」では、文化やスポーツ活動、
趣味、歴史など幅広い分野でご利用いただいておりま
す。町民の皆さんが利用しやすい環境づくりと企画の
充実を図ってまいります。また、東京オリンピック関
連では、ガーナの選手が事前キャンプに訪れますので、
交流や応援をよろしくお願いします。

生 涯 学 習 の 充 実 と ス
ポーツ振興を目指しま
す

　４月１日付の人事異動による新任課長２人、新採用職員９人を
紹介します。職員紹介

総務課  主事
近藤  ひとみ

税務課  主事
  野村  友恵

町民生活課  主事
成田  和美

保健福祉課  主事
関和  貴弘

保健福祉課  主事
古川  諒

農林課  主事
星  朋汰

上下水道課  主事
一ノ瀬  正範

こども課  保育教諭
仲松  明日香

こども課  保育教諭
安部  葵

猪苗代町を良くしてい
けるように、日々全力
で職務に当たります。

丁寧な対応を心掛けて
いきます。よろしくお
願いします。

一日も早く町民の皆さ
んに顔を覚えていただ
けるよう頑張ります。

町民の皆さんに寄り添
いながら全力で頑張り
ます。

子どもたちと毎日楽し
く過ごしたいと思いま
す。

毎日子どもたちと元気
に過ごせるよう笑顔で
頑張ります。

早く仕事を覚えて、明
るく元気に業務に励み
ます。

猪苗代町をより良い町
にしていけるよう頑張
ります。

町民の皆さんに信頼し
て い た だ け る よ う 精
いっぱい努力します。

地域おこし協力隊通信

地域おこし協力隊

小林 一
か ず

貴
た か

 さん

私たちが地域を元気に！

主な活動内容：ガーナ共和国とのホストタウン
　　　　　　　オリンピック事前合宿事業

人事交流

　

４
月
１
日
よ
り
猪
苗
代
町
企

画
財
務
課
に
着
任
し
ま
し
た
佐

藤
聖
矢
で
す
。

　

西
会
津
町
で
は
、
農
林
振
興

課
と
い
う
部
署
で
新
規
就
農
者

支
援
に
関
す
る
業
務
な
ど
を
担

当
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、

猪
苗
代
湖
の
水
環
境
保
全
に
関

す
る
業
務
と
生
活
路
線
バ
ス
な

ど
の
公
共
交
通
に
関
す
る
業
務

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

猪
苗
代
町
は
、
私
が
小
さ

か
っ
た
頃
か
ら
度
々
訪
れ
て
い

た
思
い
出
深
い
町
で
す
。
両
親

に
連
れ
ら
れ
て
訪
れ
た
長
浜
で

白
鳥
に
心
を
躍
ら
せ
、
世
界
の

ガ
ラ
ス
館
の
美
し
い
作
品
の

数
々
に
感
銘
を
受
け
た
思
い
出

を
、
今
、
こ
う
し
て
業
務
を
通

じ
て
携
わ
る
こ
と
で
、
次
の
世

代
へ
感
動
を
橋
渡
し
で
き
る
こ

と
を
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

早
く
顔
を
覚
え
て
い
た
だ
け
る

よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
少
し

で
も
猪
苗
代
町
に
貢
献
が
で
き

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

２
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で

は
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

佐藤　聖矢
企画財務課

　猪苗代、磐梯、西会津、北塩原の４町村でつくる会
津耶麻町村会では、職員の人事交流を行っています。
　このたび、４月１日付で西会津町から佐藤聖矢主事
が本町へ派遣され、本町からは土屋伸主査が北塩原村
に派遣となりました。派遣期間は２年間です。
　今月号では、佐藤主事の自己紹介を掲載します。

　

現
在
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
事
前
合
宿
に
つ
い
て
、

ガ
ー
ナ
共
和
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
に
ガ
ー
ナ

共
和
国
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
、

ガ
ー
ナ
の
選
手
が
安
心
し
て
練
習

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
Ｐ
Ｒ
活
動

や
研
修
へ
の
参
加
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

主
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
学

び
い
な
に
「
Ｇ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ　

Ｈ
Ｏ

Ｓ
Ｔ　

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ　

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
て
、
ガ
ー
ナ
共
和
国
の
情
報

を
掲
示
し
て
い
ま
す
。
３
月
に
は
、

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加

し
、
全
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
自
治

体
と
情
報
交
換
を
し
た
り
、
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

研
修
を
受
け
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
約
１
年
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
現
在
日

本
に
い
る
ガ
ー
ナ
の
皆
さ
ん
に
猪

苗
代
に
来
て
い
た
だ
き
、
本
町
の

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
、
さ
ら
に
多

く
の
人
に
情
報
発
信
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。
一
緒

に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

（西会津町より派遣）

主事



7    2019-5  広報 猪苗代 広報 猪苗代  2019-5   6

　

平
成
31
年
３
月
末
ま
で
に
使
っ
た
︑町
の
お
金
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
は
︑
地
方
自
治
法
と
町
条
例
に
基
づ
き
︑
毎
年
５
月
と
11
月
の
２
回
︑
町

の
財
政
状
況
を
皆
さ
ん
に
公
表
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

一
般
会
計
は
下
半
期
中
︑
３
回
の
補
正
を
し
︑
歳
入
歳
出
の
予
算
現
在
額
は

81
億
３
０
５
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
３
月
末
ま
で
の
予
算
現
在
額
に
対
す

る
収
入
割
合
は
86
・
99
％
︑
支
出
割
合
は
84
・
81
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民

健
康
保
険
な
ど
10
の
特
別
会
計
は
︑
下
半
期
中
︑
合
計
で
７
４
６
１
万
７
千
円

の
補
正
を
し
︑
予
算
現
在
額
は
43
億
４
０
２
０
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
３

月
末
ま
で
の
予
算
現
在
額
に
対
す
る
収
入
割
合
は
84
・
38
％
︑
支
出
割
合
は

92
・
76
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■平成 30 年度下半期財政状況

町のお金は　このように使われました

基
金
の
状
況

　
（
平
成
30
年
度
末
見
込
額
）

▼
財
政
調
整
基
金

６
億
７
８
２
５
万
６
千
円

▼
減
債
基
金

１
億
７
２
１
万
１
千
円

▼
温
泉
セ
ン
タ
ー
建
設
基
金

２
３
５
万
６
千
円

▼
公
共
下
水
道
整
備
基
金

１
３
９
万
９
千
円

▼
ふ
る
さ
と
創
生
基
金

１
７
７
万
６
千
円

▼
リ
ゾ
ー
ト
開
発
環
境
整
備
基
金

８
２
５
万
０
千
円

▼
ふ
る
さ
と
水
と
土
保
全
基
金

１
０
６
８
万
５
千
円

▼
地
域
福
祉
基
金

１
億
４
１
１
８
万
６
千
円

▼
猪
苗
代
町
そ
ば
大
豆
等
刈
取
機

械
整
備
基
金

８
５
６
万
７
千
円

▼
震
災
復
興
基
金

９
４
３
万
９
千
円

▼
小
野
弥
太
郎
記
念
育
英
基
金

１
６
５
７
万
３
千
円

▼
中
津
川
渓
谷
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
基

金２
２
２
万
２
千
円

▼
教
育
施
設
整
備
等
基
金

４
億
９
１
２
１
万
９
千
円

◎
基
金
を
運
用
し
な
が
ら
事
業
を

実
施
す
る
も
の

▼
土
地
開
発
基
金

１
億
９
７
７
８
万
７
千
円

用
語
を
チ
ェ
ッ
ク

※
予
算
額
の
大
き
い
歳
出
科
目
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す

民
生
費  

老
人
福
祉
や
児
童
福
祉
、

障
害
者
福
祉
な
ど
に
使
う
お
金

総
務
費  

交
通
安
全
対
策
、
振
興

計
画
策
定
、
町
庁
舎
の
管
理
な
ど

に
使
う
お
金

土
木
費  

町
道
の
舗
装
補
修
、
防

雪
柵
の
設
置
、
道
路
の
新
設
改
良
、

都
市
計
画
街
路
、
町
営
住
宅
維
持

管
理
な
ど
に
使
う
お
金

公
債
費  

町
が
学
校
を
建
て
た
り
、

道
路
を
造
っ
た
り
す
る
と
き
に
借

り
た
お
金
を
返
す
た
め
の
も
の

（
借
り
た
お
金
は
毎
年
計
画
的
に

返
済
し
て
い
ま
す
）

教
育
費  

小
中
学
校
や
こ
ど
も
園

の
教
育
環
境
の
整
備
、
生
涯
学
習
、

文
化
財
保
護
な
ど
に
使
う
お
金

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

財
務
係

☎（
62
）２
１
１
２

会　計　区　分 予算現在額 収　入　済　額 支　出　済　額
猪苗代地区財産区 2,286 万 1 千円 2,238 万 0 千円 2,127 万 1 千円
翁島地区財産区 1,017 万 8 千円 942 万 1 千円 250 万 4 千円
長瀬地区財産区 1,446 万 1 千円 1,215 万 3 千円 1,409 万 8 千円
吾妻地区財産区 1,012 万 2 千円 1,012 万 2 千円 976 万 7 千円　

国民健康保険 15 億 4,559 万 6 千円 13 億 4,297 万 7 千円 14 億 6,508 万 2 千円
公共下水道事業 4 億 6,886 万 3 千円 3 億 7,903 万 9 千円 4 億 4,729 万 4 千円
特定環境保全下水道事業 1 億 2,508 万 3 千円 9,499 万 1 千円 1 億 1,999 万 7 千円
農業集落排水事業 1 億 5,272 万 3 千円   1 億 1,544 万 7 千円 1 億 4,826 万 3 千円
介護保険 18 億 1,155 万 6 千円 14 億 9,832 万 0 千円 16 億 2,239 万 5 千円
後期高齢者医療 1 億 7,876 万 3 千円 1 億 7,737 万 6 千円 1 億 7,533 万 9 千円

計 43 億 4,020 万 6 千円 36 億 6,222 万 6 千円 40 億 2,601 万 0 千円

一　　　般　　　会　　　計
総 務 2 億 9,291 万 4 千円
民 生 1 億 5,146 万 8 千円
農 林 水 産 1 億 6,652 万 7 千円
商 工 738 万 2 千円
土 木 24 億 2,947 万 2 千円    

公 営 住 宅 5 億 2,630 万 2 千円
消 防 2 億 7,252 万 8 千円
教 育 12 億 9,308 万 2 千円
臨時財政対策債など 37 億 3,828 万 4 千円

特　　　別　　　会　　　計
公共下水道事業 27 億 9,897 万 9 千円                         

特定環境保全下水道事業 7 億 9,304 万 2 千円
農業集落排水事業 13 億 3,325 万 4 千円

地方消費税交付金　2 億 5,061 万 5 千円
地 方 譲 与 税             8,344 万 6 千円
利 子 割 交 付 金                205 万 7 千円
配 当 割 交 付 金                337 万 8 千円
株式等譲渡所得割交付金　　　  206 万 7 千円
ゴルフ場利用税交付金             2,212 万 2 千円 
自動車取得税交付金             1,798 万 2 千円
地方特例交付金　　         451 万 2 千円
交通安全対策特別交付金　　       228 万 2 千円
分担金および負担金　    　    965 万 8 千円 
寄　　付　　金     1 億    516 万 8 千円
繰　　入　　金    1 億 9,620 万 8 千円

6 億 4,085 万 2 千円　　 
　　　　　　0 千円

6 億 9,949 万 5 千円
5 億 5,112 万 0 千円

7 億 5,895 万 9 千円
  4 億　805 万 8 千円

3 億 8,883 万 8 千円
3 億 4,954 万 6 千円

2 億 6,519 万 3 千円
2 億 6,519 万 3 千円

一  般  会  計
歳入歳出

町債現在高 （平成 30 年度末現在見込額）

区　　分 収　　入 支　　出 差　　引
収　益　的 3 億 7,028 万 1 千円 3 億 2,296 万 6 千円 4,731 万 5 千円
資　本　的 2,218 万 8 千円 1 億 6,952 万 6 千円 △ 1 億 4,733 万 8 千円

※資本的収支の不足額 1 億 4,733 万 8 千円は内部留保資金から補てんしました。

水道事業会計予算収支状況 （消費税込）

特別会計予算執行状況 （公営企業会計を除く）

◎一般会計合計　 88 億 7,795 万 9 千円

◎特別会計合計　 49 億 2,527 万 5 千円

●町債現在高合計
138 億     323 万 4 千円

予算現在額

区　　分 収　　入 支　　出 差　　引
収　益　的 7,336 万 1 千円 7,351 万 0 千円 △ 14 万 9 千円
資　本　的 5,546 万 4 千円 5,774 万 8 千円 △ 228 万 4 千円

病院事業会計予算収支状況 （消費税込）

12 億 1,805 万 5 千円
10 億 9,171 万 2 千円

9 億 7,307 万 7 千円
8 億 9,075 万 4 千円

  13 億 1,652 万 3 千円
  10 億 1,298 万 4 千円

4 億 7,124 万 2 千円
4 億 4,983 万 7 千円

3 億 9,449 万 4 千円
3 億 7,440 万 1 千円

3 億 8,253 万 1 千円
3 億 7,527 万 1 千円

8 億     881 万 1 千円
5 億 4,576 万 7 千円

1 億 3,524 万 8 千円
1 億    473 万 0 千円 

1 億   585 万 2 千円
                30 万 0 千円     

            2,909 万 6 千円

予算現在額

　公営企業会計

町民税
法人分
5,792 円

町たばこ税
7,356 円

軽自動車税
3,294 円

入湯税
2,566 円

みなさんが
納めた税金

予算現在額は　　　　81 億 305 万 4 千円

10 億   948 万 4 千円
10 億   848 万 3 千円

   税負担額
 （町民１人あたり）

 123,820 円

固定資産税
72,855 円町民税

個人分
31,957 円

2 億    284 万 0 千円
2 億    432 万 9 千円

1 億 9,506 万 4 千円
1 億 9,165 万 0 千円

18 億 1,579 万 6 千円
18 億　251 万 9 千円

使用料及
び手数料

財産収入

教育費

地　方
交付税

農林水
産業費

国　庫
支出金

議会費
ほか

公債費

土木費

総務費

町　税

繰越金

諸収入

県支出金

民生費

1 億 5,229 万 6 千円
1 億 4,609 万 2 千円

予算現在額　29 億 8,372 万 1 千円   
収 入 済 額　31 億 3,271 万 3 千円

※網掛け部分は収入済額※網掛け部分は支出済額
予算現在額　13 億 9,358 万 9 千円   
支 出 済 額　10 億 1,809 万 6 千円

繰入金
ほか

町　債

衛生費

商工費

消防費議　会　費  
災害復旧費   
予　備　費
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有害鳥獣による被害軽減に向け

　町有害鳥獣駆除員および町鳥獣被害対策実施隊員委嘱状交付式
は４月５日、町役場で行われ、前後公町長が佐藤久人さんら 14
人に委嘱状を手渡しました。式では、前後町長が「皆様にはそれ
ぞれの仕事を持ちながら有害鳥獣駆除活動にご協力をいただき感
謝します。今後、ニホンザルやイノシシ、ニホンジカなどによる
被害拡大が懸念されます。事故やけがに十分注意して活動してく
ださい」とあいさつを述べました。

町有害鳥獣駆除員へ委嘱状を交付

前後町長から委嘱状を受ける佐藤さん（右）

美しい猪苗代湖を次世代に

天神浜に打ち上げられたごみなどを拾う参加者

猪苗代湖クリーンアクション 2019

　「猪苗代湖クリーンアクション 2019」は４月 13 日、天神浜な
どで行われ、町内外から集まったボランティア約４１０人が清掃
活動に取り組みました。参加者は、天神浜、白鳥浜、小黒川河口
付近、青浜、松橋浜の５班に分かれ、湖岸に打ち上げられたごみ
やヒシの実などを丁寧に拾い集めました。あさか開成高校３年の
松山萌乃さんは「今まで、誰かが浜を清掃してくれていたことを
知りませんでした。またこの活動に参加したいです」と話しました。

まちのわだい
TOWN  TOPICS

霜の被害から農産物を守る

　農産物を霜の被害から守るため、関係機関と連携して農家への
情報提供や対策技術の指導などを行う町防霜対策本部は４月３
日、町農林課内に設置され、町防霜対策本部長の前後公町長と会
津よつば農業協同組合斎藤勝則あいづ東部営農経済センター長が
役場正面玄関に看板を掲げました。前後町長は「県など関係機関
と連携しながら、適切な指導による被害の未然防止にご協力をお
願いします」とあいさつを述べました。

町防霜対策本部看板掲額式

看板を設置する前後町長と斎藤センター長（右）

小林栄の業績を伝える

　小林栄顕彰会平成31年度総会は４月15日、学びいなで開かれ、
関係者ら約 30 人が出席。新城猪之吉会長が「皆さんと協力して
顕彰事業を行いたい」とあいさつを述べました。総会では、野口
英世博士の恩師・小林栄の資料を展示する蔵「松亭・小林栄ふる
さと記念館（仮称）」を古城町に設置し、小林栄の業績を伝える
ことや、記念館の受け付けなど運営を行うボランティア組織「さ
かえクラブ」を立ち上げることなどを決めました。

小林栄顕彰会平成 31 年度総会

あいさつを述べる新城会長

高齢者が自主返納しやすい環境を

　運転免許証を自主返納した高齢者に３万円分のバス回数券やタ
クシー券、商品券を交付する「町運転免許証自主返納支援事業」
の対象者第１号となった渡部美江さん（島田）への利用券交付式
は４月 11 日、町役場で行われました。
　前後公町長が「運転免許証の自主返納に敬意を表します。今後
も町一丸となって交通事故防止に取り組みます」とあいさつを述
べ、渡部さんにタクシー券などを手渡しました。

町運転免許証自主返納支援事業利用券交付式

前後町長からタクシー券などを受ける渡部さん（左）

「光陽展」で新人奨励賞に輝く

　第 67 回光陽展絵画部門で、五十嵐盛雄さん（沼ノ倉）の油彩作
品「群青」が本県で初めて新人奨励賞を受賞しました。作品は４
月３日から８日まで東京都美術館に展示されました。光陽展には
全国から 456 点が寄せられ、そのうち６点が新人奨励賞に選ば
れました。「群青」は、竜の顔を魚の群れで表現したＦ 100 号の
大作です。五十嵐さんは「震災後の風評被害払

ふっしょく

拭への思いを込め
て制作しました。受賞でき、うれしいです」と喜びを語りました。

第 67 回光陽展絵画部門で新人奨励賞受賞

新人奨励賞に輝いた作品「群青」と五十嵐さん

地域を守る消防団員に辞令

宣誓書を読み上げる本間さん

町消防団辞令交付式

　町消防団辞令交付式は４月７日、町役場で行われ、188 人の
消防団員に辞令が交付されました。
　新入団員を代表して第２分団の本間多津也さんが「良心に従っ
て消防の義務を遂行します」と宣誓し、五十嵐幸夫団長から消防
団の法被を受け取りました。五十嵐団長は「平成から令和に元号
が変わります。新たな気持ちで町民に信頼される消防団員を目指
し、訓練に励んでください」とあいさつを述べました。

保健協力員に委嘱状を交付

前後町長から委嘱状を受ける小野さん（左）

保健協力員委嘱状交付式

　保健協力員委嘱状交付式は４月 17 日、町役場で行われ、前後
公町長が新たに保健協力員となった小野裕子さん（本町）ら９人
に委嘱状を手渡しました。式では、前後町長が「地域での健康づ
くりのための活動や、町保健事業への協力を通して、地域住民の
健康づくりの担い手として特段のご協力をお願いします」とあい
さつを述べました。また、委嘱状交付式終了後には保健協力員会
議を開き、町民の健康づくりへの協力を呼び掛けました。
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希望を胸に
入学・入園

スクールトピックス

　町内６小学校の入学式は４月８日に行われ、１年生 91 人が
小学校生活をスタートさせました。
　このうち翁島小学校では 11 人が入学。呼名の後、永島慶和
校長が「素直な気持ちを持ってください。そして学校を大好き
になりましょう」と式辞を述べ、新入生代表の山内蒼翔さんに
教科書を手渡しました。在校生を代表して６年生の渡部ここみ
さんが「小学校は楽しいことがたくさんあります。明日から一
緒に登校しましょう」と歓迎の言葉を述べました。

町内の小・中・高校やこども園では、４月８日と９日に入学式・入園
式が行われ、新入生たちが希望を胸に新たな一歩を踏み出しました。

呼名に元気な声で返事する１年生（翁島小学校）

緊張した表情で入園式に臨む新入園児（さくらこども園）

期待を胸に入学式に出席する新入生（東中学校）

伝統を受け継ぐ一歩を踏み出した新入生（猪苗代高校）

小学校生活をスタート

伝統を受け継ぐ一歩踏み出す
　猪苗代高校の入学式は４月９日に行われ、普通科 26 人、観
光ビジネス科 13 人の合わせて 39 人が伝統を受け継ぐ一歩を
踏み出しました。
　式では、佐々木理夫校長が全員の入学を許可し「歴史と伝統
を受け継ぎ、会津地方や福島県に寄与する人材になってくださ
い」と式辞。新入生を代表し、普通科の村上拓慎さんが「先生
や先輩に助言をいただきながら日々精進します」と誓いの言葉
を述べました。

さくらこども園入園式
　ひまわりこども園とさくらこども園の入園式は４月８日に行
われました。
　このうちさくらこども園では、乳児部と幼児部の合わせて
31 人が入園しました。式では、新入園児たちが保護者らに拍
手で迎えられ入場。新入園児たちは、自分の名前が呼ばれると
大きな声で返事をしました。鈴木敏園長が「こども園は楽しい
ところです。先生のお話をよく聞いて、毎日元気にこども園に
来てください」と式辞を述べました。

志を胸に新たな一歩
　町内３中学校の入学式は４月８日に行われ、新入生 100 人
が志を胸に新たな一歩を踏み出しました。
　20 人が入学した東中学校では、押部秀隆校長が「疑問や好
奇心を持ち、これからの社会を生き抜く力を身に付けてくださ
い」と式辞。在校生を代表して鈴木舞さんが歓迎の言葉を述べ
ました。新入生代表の佐藤はるかさんが「小学校で学んだこと
を忘れずに、中学校では日々の積み重ねを大切にして責任ある
生活を送ります」と誓いの言葉を述べました。

　

由
愛
ち
ゃ
ん
は
、
姉
の
明

依
さ
ん
、
麻
央
ち
ゃ
ん
が
大

好
き
。
姉
妹
で
家
に
い
る
と

き
は
、
い
つ
も
一
緒
に
遊
ん

で
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
由

愛
ち
ゃ
ん
は
人
形
遊
び
に
夢

中
で
す
。
人
形
を
赤
ち
ゃ
ん

に
見
立
て
て
、
姉
妹
３
人
で

仲
良
く
こ
ど
も
園
ご
っ
こ
を

し
て
い
ま
す
。

　

普
段
は
、
こ
ど
も
園
に

通
っ
て
い
る
由
愛
ち
ゃ
ん
。

こ
ど
も
園
で
は
、
友
だ
ち
と

一
緒
に
体
を
た
く
さ
ん
動
か

し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

パ
パ
の
圭
一
さ
ん
と
マ
マ

の
里
奈
さ
ん
が
休
み
の
日
に

は
、
家
族
み
ん
な
で
出
か
け

て
外
で
遊
ぶ
こ
と
が
多
い
そ

う
で
す
。

　

里
奈
さ
ん
は
「
元
気
に
た

く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

圭
一
さ
ん
は
「
明
る
く
元

気
で
、
か
わ
い
い
子
に
育
っ

て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
、

由
愛
ち
ゃ
ん
を
優
し
く
抱
き

寄
せ
ま
し
た
。

※
「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

由愛ちゃんの名前には「みんなに愛される人になっ
てほしい」というパパとママの願いが込められてい
ます。

平成 29 年２月生まれ
～山潟　
圭一さん・里奈さんご夫妻の三女

森田　由
ゆ

愛
あ

　ちゃん

家族みんなで「ハイ、チーズ」

笑顔でこんにちは

東
中
学
校
の
生
徒
が
観
音
寺
川
桜
ま
つ
り
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む

ホットニュース

　

猪
苗
代
青
年
会
議
所（
江
花
脩

理
事
長
）は
４
月
22
日
、
観
音
寺

川
桜
ま
つ
り
の
会
場
内
で
ハ
ー
バ

リ
ウ
ム
づ
く
り
と
草
花
の
叩
き
染

め
の
無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
て
、
花
見
客
ら
を
お
も
て
な
し

し
ま
し
た
。

　

同
会
議
所
で
は
、
中
学
生
に
地

元
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
自

分
の
住
む
町
を
大
切
に
す
る
心
を

養
っ
て
も
ら
お
う
と
中
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
。
東
中
学
校
の

生
徒
18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
同
会

議
所
メ
ン
バ
ー
に
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

づ
く
り
と
草
花
の
叩
き
染
め
の
や

り
方
な
ど
を
教
わ
っ
た
後
、
今
度

は
講
師
役
と
な
り
、
観
音
寺
川
の

桜
並
木
を
訪
れ
た
花
見
客
ら
に
そ

れ
ぞ
れ
の
体
験
内
容
を
丁
寧
に
説

明
し
た
り
、
手
本
を
見
せ
た
り
し

て
お
も
て
な
し
の
心
を
学
び
ま
し

た
。
東
中
学
校
２
年
生
の
國
井
結

以
さ
ん
は
「
今
回
初
め
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と

が
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
」
と
感

想
を
話
し
ま
し
た
。

草木の叩き染めの見本を作成した東中学校３
年生の安部拓海さん

ハーバリウムづくり体験を通じて来場者のお
もてなしをする國井さん（左から２人目）ら
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２
０
１
９
年
工
業
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す

　

総
務
省
お
よ
び
経
済
産
業
省
、
県
、

町
で
は
、
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対

象
に
２
０
１
９
年
６
月
１
日
時
点
で

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け
る

工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
政
府
の
重
要
な
調
査

で
、
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
の

あ
る
基
幹
統
計
調
査
で
す
。

　

従
業
者
４
人
以
上
の
事
業
所
に
は

調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。
調
査
票
に

ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容
は
統
計
作

成
の
目
的
以
外（
税
の
資
料
な
ど
）

に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
情
報
保
護
、
回
答
者
の
負

担
軽
減
の
た
め
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

答
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策

や
地
域
振
興
な
ど
、
国
お
よ
び
地
域

行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
趣
旨
、
必
要
性
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

企
画
調
整
係

☎（
62
）２
１
１
２

日
本
の
未
来
の
た
め
に
経

済
セ
ン
サ
ス-

基
礎
調
査

を
実
施
し
ま
す

　

総
務
省
お
よ
び
県
、
町
で
は
、
す

べ
て
の
事
業
所
を
対
象
に
経
済
セ
ン

サ
ス
︲
基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
全
て
の

産
業
分
野
に
お
け
る
事
業
所
の
活
動

状
態
な
ど
の
基
本
的
構
造
を
全
国
お

よ
び
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
事
業
所
・
企
業
を
対
象
と
す

る
各
種
統
計
調
査
の
母
集
団
情
報
を

整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

６
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
調
査
員

が
町
内
全
て
の
事
業
所
の
活
動
状
態

を
確
認
し
ま
す
。
今
回
新
た
に
把
握

し
た
事
業
所
な
ど
、
一
部
の
事
業
所

に
は
調
査
票
を
配
布
す
る
こ
と
に
よ

り
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
員
は
、
必
ず
調
査
員
証
を
携

帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
統
計
調
査

を
装
っ
た
不
審
な
訪
問
者
や
電
話
、

メ
ー
ル
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

調
査
へ
の
ご
理
解
、
ご
回
答
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

企
画
調
整
係

☎（
62
）２
１
１
２

▼
選
考
方
法

　

書
類
選
考
お
よ
び
面
接
試
験
に
よ

り
選
考
し
ま
す
。

▼
雇
用
期
間

雇
用
決
定
日
か
ら
令
和
２
年
３
月
31

日
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課　

こ
ど
も
園
係

☎（
23
）４
１
０
５

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

支
援
員
を
募
集
し
ま
す

　

放
課
後
の
生
活
支
援
や
学
校
長
期

休
業
中
の
余
暇
支
援
を
集
団
で
行
う

学
童
保
育（
児
童
ク
ラ
ブ
）の
支
援

員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

支
援
員　

若
干
名

※
猪
苗
代
町
嘱
託
員
と
な
り
ま
す
。

▼
資
格
要
件

心
身
と
も
に
健
康
で
、
令
和
２
年
３

月
31
日
現
在
で
65
歳
以
下
の
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
成
人

①
児
童
健
全
育
成
事
業
に
熱
意
の
あ

る
人

②
保
育
士
・
社
会
福
祉
士
ま
た
は
幼

稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
教

諭
の
資
格
を
有
す
る
人

③
高
校
卒
業
者
で
２
年
以
上
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
に
類
似
す
る
事

業
ま
た
は
児
童
福
祉
事
業
に
従
事
し

た
人　

ほ
か

　

な
お
、
資
格
要
件
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
保
健
福
祉
課
ま
で
お
問

日（
水
）の
消
印
ま
で
を
有
効
と
し

ま
す
。

▼
受
付
申
し
込
み
な
ど
の
詳
細

　

受
験
申
し
込
み
や
試
験
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
募
集
要
領
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
係

☎（
62
）２
１
１
１

こ
ど
も
課
嘱
託
員

　

町
こ
ど
も
課
で
は
、
次
の
と
お
り

嘱
託
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種
お
よ
び
予
定
人
員

①
こ
ど
も
園
保
育
教
諭　

２
人

②
こ
ど
も
園
用
務
員　
　

１
人

▼
資
格
要
件

①
保
育
教
諭

・
幼
稚
園
教
諭
ま
た
は
保
育
士
の
資

格
を
有
す
る
人

②
用
務
員（
週
３
日
程
度
）

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で
普
通

運
転
免
許
を
有
す
る
人

▼
勤
務
条
件

猪
苗
代
町
嘱
託
員
の
任
用
等
に
関
す

る
規
則
に
よ
る

▼
勤
務
場
所

町
内
こ
ど
も
園

▼
提
出
書
類

　

町
指
定
の
履
歴
書
に
記
入
し
、
写

真
を
貼
り
付
け
て
、
５
月
24
日（
金
）

ま
で
に
こ
ど
も
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
履
歴
書
は
こ
ど
も
課
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の

お
知
ら
せ

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
が
差
し
控

え
ら
れ
た
た
め
に
接
種
機
会
を
逃

し
た
人（
特
例
対
象
者
）に
つ
い
て
、

詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
対
象
者

①
平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
不
足
分
を
20
歳
未
満
ま
で
定
期
接

種
と
し
て
接
種
可
能

②
平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
21

年
10
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
７
歳
６
カ
月
に
な
る
前
ま
で
に
Ⅰ

期
３
回
の
接
種
を
完
了
し
て
い
な
い

人
は
、
Ⅱ
期
の
９
歳
か
ら
13
歳
未
満

の
間
に
Ⅰ
期
の
未
接
種
分
が
接
種
可

能※
た
だ
し
、
７
歳
６
カ
月
に
達
し
た

日
か
ら
９
歳
に
至
る
ま
で
は
公
費
で

接
種
出
来
ま
せ
ん
。

▼
料
金　

無
料

▼
そ
の
他

　

平
成
22
年
４
月
２
日
以
降
の
生
ま

れ
の
人
に
は
、
順
次
、
日
本
脳
炎
Ⅱ

期
の
個
別
通
知
を
差
し
上
げ
ま
す
の

で
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

☎（
62
）２
１
１
５

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
勤
務
条
件

①
月
曜
か
ら
金
曜
の
平
日

午
後
１
時
～
午
後
６
時
15
分

②
土
曜
日
・
学
校
長
期
休
業
中
・
学

校
振
替
休
日（
運
動
会
な
ど
に
よ
る

振
替
休
日
な
ど
）

午
前
８
時
～
午
後
６
時
15
分

④
休
日　

日
曜
、
祝
日
、
お
盆
、
年

末
年
始

※
２
交
代
制
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
勤
務
。
な
お
、
勤
務
時
間
は
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
勤
務
内
容

児
童
の
生
活
支
援
、
余
暇
支
援
、
ク

ラ
ブ
の
庶
務
会
計
な
ど

▼
勤
務
場
所

猪
苗
代
第
１
児
童
ク
ラ
ブ

猪
苗
代
第
２
児
童
ク
ラ
ブ

翁
島
児
童
ク
ラ
ブ

千
里
児
童
ク
ラ
ブ

緑
児
童
ク
ラ
ブ

長
瀬
児
童
ク
ラ
ブ

吾
妻
児
童
ク
ラ
ブ　

の
い
ず
れ
か

▼
応
募
手
続
き

　

町
指
定
の
履
歴
書
に
写
真
貼
付
の

う
え
、
５
月
31
日（
金
）ま
で
保
健

福
祉
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
履
歴

書
は
保
健
福
祉
課
に
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す
。

　

履
歴
書
提
出
後
、
面
接
が
あ
り
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

予
防
接
種

調
　
査

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

令
和
２
年
度
採
用

町
職
員
候
補
者

　

令
和
２
年
度
採
用
の
町
職
員
候
補

者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
種
・
採
用
予
定
人
数

○
行
政
職（
一
般
事
務
）　

大
学
卒

程
度

○
土
木
職　

大
学
卒
程
度

○
保
健
師
職　

短
大
卒
程
度

※
採
用
予
定
人
数
は
、
い
ず
れ
の
職

種
も
若
干
名

▼
受
験
資
格

○
行
政
職
・
土
木
職　

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

大
学
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
令
和
２

年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

者○
保
健
師
職　

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

保
健
師
お
よ
び
看
護
師
の
両
方
の
資

格
・
免
許
を
有
す
る
者
ま
た
は
令
和

２
年
４
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
者

（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
試
験
の
方
法

︻
一
次
試
験
︼

○
期
日　

７
月
28
日（
日
）

○
場
所　

福
島
大
学（
福
島
市
金
谷

川
１
番
地
）

○
内
容

・
行
政
職　

大
学
卒
程
度
の
教
養
試

験
と
行
政
の
専
門
試
験

・
土
木
職　

大
学
卒
程
度
の
教
養
試

験
と
土
木
の
専
門
試
験

・
保
健
師
職　

短
大
卒
程
度
の
教
養

試
験
と
保
健
師
の
専
門
試
験

※
全
職
種
で
事
務
適
性
検
査
・
一
般

性
格
診
断
検
査
・
職
場
適
応
性
検
査

が
あ
り
ま
す
。

︻
二
次
試
験
︼

　

一
次
試
験
の
合
格
者
に
個
別
面

接
・
小
論
文
な
ど
に
よ
る
試
験
を
行

い
ま
す
。

▼
受
験
申
込
用
紙
お
よ
び
募
集
要
領

の
交
付

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
申
込
用
紙
を
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト（
Ｂ
４
サ
イ
ズ
）し
て
い
た

だ
く
か
、
総
務
課
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

　

郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、
封
筒
の

表
に
「
行
政
職（
ま
た
は
土
木
職
・

保
健
師
職
）試
験
申
込
用
紙
請
求
」

と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切
手
を

貼
っ
た
返
信
先
明
記
の
封
筒（
角
型

２
号
）を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

○
郵
送
宛
先　

〒
９
６
９
︱
３
１
２
３

猪
苗
代
町
字
城
南
１
０
０
番
地

猪
苗
代
町
総
務
課

▼
受
付
期
間

　

５
月
23
日（
木
）か
ら
６
月
21
日

（
金
）ま
で
に
総
務
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
６
月
19

募
　
集

センサスくん
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▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

猪
苗
代
町
長
選
挙
お
よ
び

猪
苗
代
町
議
会
議
員
補
欠
選

挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

猪
苗
代
町
長
選
挙
お
よ
び
猪
苗
代

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
を
執
行
す
る

に
あ
た
り
、
次
の
と
お
り
立
候
補
予

定
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
選
挙
名　

・
猪
苗
代
町
長
選
挙

・
猪
苗
代
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

▼
選
挙
期
日　

６
月
23
日（
日
）

▼
告
示
日　

６
月
18
日（
火
）

▼
立
候
補
予
定
者
説
明
会

○
日
時　

５
月
22
日（
水
）

・
猪
苗
代
町
長
選
挙　

　

午
前
９
時
30
分

・
猪
苗
代
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　

午
後
１
時
30
分

○
場
所　

猪
苗
代
町
役
場　

正
庁

○
出
席
人
数
な
ど

立
候
補
予
定
者
も
し
く
は
、
そ
の
代

理
人
３
人
以
内

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
）

☎（
62
）２
１
１
１

新
し
い
民
生
児
童
委
員

を
紹
介
し
ま
す

▼
長
澤
由
美
子
さ
ん（
市
沢
）

☎（
64
）２
８
７
８

︻
担
当
地
区
︼
市
沢
・
金
堀
・
大
島
原
・

蒲
谷
地

　

民
生
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働
大

臣
な
ら
び
に
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ

る
も
の
で
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を

持
っ
て
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
相
談

に
応
じ
る
ほ
か
、
必
要
な
援
助
活
動

を
行
い
、
地
域
福
祉
の
増
進
に
努
め

ま
す
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

巡
回
児
童
相
談
会

　

会
津
児
童
相
談
所
で
は
、
全
て
の

児
童
が
家
庭
お
よ
び
地
域
社
会
に
お

い
て
健
や
か
に
育
て
ら
れ
る
よ
う
、

児
童
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
家

庭
そ
の
他
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
保

護
者
な
ど
に
必
要
な
助
言
を
行
う
こ

行
政
相
談
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

行
政
相
談
委
員
が
役
所
（
国
、
県
、

市
町
村
）
や
特
殊
法
人（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、

Ｊ
Ｒ
な
ど
）の
仕
事
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

　

定
例
相
談
は
毎
月
１
回
、
第
３
水

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

５
月
15
日（
水
）、
６
月
19
日（
水
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

と
を
目
的
と
し
て
、
巡
回
児
童
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
会
で
は
、
会
津
児
童
相
談
所

の
職
員（
児
童
福
祉
司
、
心
理
判
定

員
な
ど
）が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
を
希
望
す
る
人
は
、
町
保
健
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

７
月
４
日（
木
）

※
予
約
が
必
要
で
す
。
時
間
は
、
予

約
後
に
連
絡
し
ま
す
。

▼
場
所　

町
地
域
福
祉
交
流
セ
ン

タ
ー

▼
内
容　

　

０
～
18
歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
に

つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
相
談（
療
育
手

帳
申
請
、
知
能
検
査
な
ど
に
よ
り
児

童
へ
の
支
援
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
も
の
な
ど
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

マ
イ
ホ
ー
ム
を
守
る

耐
震
診
断
に
伺
い
ま
す

　

町
で
は
、
町
内
の
木
造
住
宅（
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ

た
木
造
住
宅
）に
つ
い
て
、
建
築
士

な
ど
の
専
門
家
を
派
遣
し
、
耐
震
診

断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
件
数　

１
件

▼
応
募
締
切
日　

９
月
30
日（
月
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

都
市
整
備
係

☎（
62
）２
１
１
８

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事

の
経
費
を
補
助
し
ま
す

　

町
で
は
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
基

準
を
満
た
さ
な
い
木
造
住
宅
の
耐
震

改
修
工
事
を
実
施
す
る
町
民
に
対
し

て
、
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅
は
、
町

内
に
あ
り
、
次
の
要
件
の
全
て
に
該

当
す
る
住
宅
で
す
。

①
所
有
者
が
自
ら
居
住
す
る
住
宅
ま

た
は
併
用
住
宅（
住
宅
と
し
て
使
う

部
分
の
床
面
積
が
延
べ
面
積
の
２
分

▼
納
付
方
法

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
ご
納
付
く

だ
さ
い
。

　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
を
納
付

し
た
と
き
の
領
収
証
書
に
は
、
継
続

検
査（
車
検
）用
の
納
税
証
明
書
が

付
い
て
い
ま
す
。
車
検
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
車
検
証
と
一

緒
に
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

▼
減
免
に
つ
い
て

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
の
た
め
に
使
用
す
る
自
動

車
ま
た
は
軽
自
動
車
で
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
税
額
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　

減
免
の
申
請
期
限
は
自
動
車
税
、

軽
自
動
車
税
と
も
納
期
限（
令
和
元

年
５
月
31
日
）ま
で
で
す
。
期
日
ま

で
に
申
請
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、

納
期
限
後
に
申
請
し
た
場
合
、
申
請

の
翌
月
以
降
か
ら
の
月
割
減
免
と
な

り
ま
す
。
年
度
途
中
で
減
免
の
要
件

に
該
当
し
た
場
合
も
、
申
請
の
あ
っ

た
翌
月
以
降
か
ら
の
月
割
減
免
と
な

り
ま
す
。　

▼
問
い
合
わ
せ
先

○
自
動
車
税

会
津
地
方
振
興
局　

県
税
部

☎（
29
）５
２
６
１

○
軽
自
動
車
税

税
務
課　

賦
課
係　

☎（
62
）２
１
１
３

の
１
以
上
の
も
の
）

②
工
事
の
着
手
が
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
で
、
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統

的
工
法
、
枠
組
壁
工
法
な
ど
に
よ
る

木
造
３
階
建
て
以
下
の
住
宅

③
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
等
促
進
事

業
実
施
要
綱
に
基
づ
き
耐
震
診
断
を

実
施
し
た
結
果
、
基
準
を
満
た
さ
な

い
も
の

④
補
助
金
の
交
付
決
定
年
度
内
に
耐

震
改
修
工
事
が
完
了
す
る
も
の

⑤
過
去
に
県
、
町
か
ら
耐
震
改
修
工

事
の
補
助
を
受
け
て
い
な
い
住
宅

※
工
事
終
了
後
、
耐
震
性
能
を
証
明

す
る
書
類
の
写
し
な
ど
を
町
に
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
件
数　

１
件

▼
応
募
締
切
日　

９
月
30
日（
月
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

都
市
整
備
係

☎（
62
）２
１
１
８

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の

納
期
限
は
５
月
31
日
で
す

　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
の
増
進
や
教
育

な
ど
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
大
切

な
税
金
で
す
。
定
め
ら
れ
た
納
期
限

（
令
和
元
年
５
月
31
日
）ま
で
に
忘

れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

税
　
金

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

相
談
事
お
聞
き
し
ま
す

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
こ
れ
を
記
念

し
て
法
務
省
お
よ
び
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
は
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中

心
に
積
極
的
な
啓
発
活
動
が
各
地
で

行
わ
れ
ま
す
。

　

町
で
も
、
次
の
日
程
で
人
権
擁
護

委
員
・
行
政
相
談
委
員
の
合
同
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
差
別
、
い
じ
め
、

嫌
が
ら
せ
な
ど
、
人
権
問
題
で
お
困

り
の
人
は
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

６
月
７
日（
金
）　

午
前
10
時
～
午

後
３
時

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

住
ま
い

福
　
祉

選
　
挙

補
助
金

危険物安全週間
「無事故への　構え一分の　隙もなく」

　６月２日から８日までの１週間は危険物
安全週間です。ガソリンなどの危険物を使
用する際は十分注意してください。
●ガソリンは原則ポリ容器では保管できま
せん！
　ポリ容器は、静電気により引火する恐れ
がありますので、適正な金属容器で保管し
てください。
●危険物の運搬にはご注意を！
　こぼれないように栓は確実に閉め、倒れ
ないようにロープなどで固定してください。

令和元年度甲種防火管理新規講習（前期）
のご案内
　消防法第 8 条第 1 項に規定する防火管
理者としての資格取得講習を次のとおり実
施します。
●講習日　６月 13 日（木）・14 日（金）
●会場　アピオスペース 1 階　展示ホー
ル（会津若松市インター西 90）
●受講料　テキスト代等として 5,500 円
●定員　150 人　受付期間：５月７日（火）
～ 6 月 7 日（金）
●申込方法
　受講申込書に必要事項をご記入し、猪苗
代消防署へ申し込んでください。詳しくは、
下記にお問い合せください。
㉄猪苗代消防署
☎（62）4433

猪苗代消防署からのお知らせ

相
　
談
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業
課 

☎
０
２
４
１（
24
）５
７
３
４

農
林
課　

農
林
整
備
係

☎（
62
）２
１
１
６

告　

示

・
第
６
号
「
連
携
中
枢
都
市
圏
形
成

に
係
る
連
携
協
約
（
郡
山
市
及
び
猪

苗
代
町
）
の
告
示
」（
企
画
財
務
課

企
画
調
整
係
）

・
第
７
号
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
再
交
付
に
係
る
無
効
告
示
」（
町

民
生
活
課
国
保
年
金
係
）

・
第
８
号
「
住
民
票
の
職
権
消
除
に

つ
い
て
」（
町
民
生
活
課
町
民
係
）

・
第
９
号
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
再
交
付
に
係
る
無
効
告
示
」（
町

民
生
活
課
国
保
年
金
係
） 

・
第
10
号
「
公
共
下
水
道
の
供
用
開

始
告
示
」（
上
下
水
道
課
下
水
道
係
）

・
第
11
号
「
猪
苗
代
町
地
域
振
興
施

設
に
係
る
指
定
管
理
者
告
示
」（
建

設
課
地
域
振
興
施
設
係
）

・
第
13
号
「
様
式
に
お
け
る
元
号
及

び
敬
称
の
改
正
に
伴
う
関
係
要
綱
の

整
理
に
関
す
る
要
綱
」（
総
務
課
秘

書
広
報
係
）

・
第
14
号
「
猪
苗
代
町
功
労
町
民
規

程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
」（
総

務
課
秘
書
広
報
係
）

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
で
は
、
鶴
峰
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。
な
お
、
応
募
者
数
が

募
集
戸
数
を
超
え
た
場
合
に
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。

▼
募
集
住
宅　

鶴
峰
住
宅

▼
募
集
戸
数　

２
戸

▼
募
集
期
間　

５
月
10
日
か
ら
５
月

31
日
ま
で

▼
応
募
条
件　

　

18
歳
未
満
の
子
を
２
人
以
上
扶
養

し
、
現
に
同
居
し
て
い
る
人
。
そ
の

他
、
町
営
住
宅
条
例
に
よ
り
ま
す
。

▼
応
募
方
法　

　

建
設
課
で
応
募
用
紙
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

募
集
期
間
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課　

農
林
整
備
係

☎（
62
）２
１
１
６

町
地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

☎（
85
）７
１
３
７

食
中
毒
に
注
意

　

有
毒
植
物
に
よ
る
食
中
毒
防
止
の

た
め
、
知
ら
な
い
山
菜
は
採
取
し
た

り
、
食
べ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

判
断
に
迷
う
場
合
は
、
専
門
家
、
研

究
機
関
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

会
津
農
林
事
務
所　

森
林
林
業
部
林

で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
出
荷
制
限
さ
れ
て
い
る
品

目
は
、
加
工
用
原
材
料
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

▼
放
射
性
物
質
の
検
査

　

野
生
の
山
菜
を
出
荷
・
販
売
す
る

場
合
は
、
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。
安
全
が
確
認
さ
れ
た
品
目

の
み
出
荷
・
販
売
が
可
能
で
す
。
詳

し
く
は
、
農
林
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

自
家
消
費
用
の
山
菜
に
つ
い
て
は
、

町
地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー（
ア

グ
リ
い
な
）で
放
射
性
物
質
の
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

６
月
議
会
が
は
じ
ま
り
ま
す

　

町
議
会
の
本
会
議
は
一
般
に
公
開

さ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
議
場
は
町
役

場
３
階
で
す
。
傍
聴
す
る
人
は
、
傍

聴
席
入
口
に
あ
る
受
付
票
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
を
記
入
し
入
場
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
議
事
を
妨
害
す
る
恐
れ
の

あ
る
人
は
入
場
で
き
な
い
な
ど
、
傍

聴
の
際
に
は
注
意
事
項
が
あ
り
ま
す

の
で
、
職
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼
開
会
予
定
日　

６
月
４
日（
火
）

※
一
般
質
問
は
10
日（
月
）、
11
日

（
火
）の
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局　

議
事
係

☎（
62
）５
６
６
６

議
　
会

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

（
期
日
厳
守
）。

▼
入
居
時
期　

７
月
１
日

▼
そ
の
他　

　

詳
細
な
入
居
の
条
件
や
住
宅
の
内

見
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

都
市
整
備
係

☎（
62
）２
１
１
８

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
被
害
防
止

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　

現
在
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
被
害
防
止

の
た
め
主
に
行
わ
れ
て
い
る
対
策
は

捕
獲
に
偏
っ
て
お
り
、
対
処
的
対
策

で
あ
る
捕
獲
だ
け
で
は
人
身
被
害
な

ど
を
防
ぐ
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
県
と
町
で
は
、
専
門
家
に

よ
る
一
般
住
民
を
対
象
と
し
た
講
演

会
を
開
催
し
、
効
果
的
な
対
策
を
実

施
す
る
た
め
の
方
法
を
講
演
い
た
だ

き
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
集
落
ぐ
る
み
の
予
防
的
対
策
に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
で
理
解
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

▼
日
時　

６
月
15
日（
土
）　

午
前

９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

▼
会
場

会
津
美
里
町
複
合
文
化
施
設
「
じ
げ

ん
ホ
ー
ル
」

会
津
美
里
町
字
新
布
才
地
１
番
地

▼
演
題
お
よ
び
講
師

①
会
津
美
里
町
で
の
狩
猟
文
化
を
通

じ
た
人
と
ク
マ
と
の
関
わ
り（
仮
）

・
東
北
芸
術
工
科
大
学　

教
授　

田

口
洋
美
氏

②
会
津
地
域
で
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の

被
害
予
防
対
策
に
つ
い
て（
仮
）

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
お
ー
で
ら

す　

代
表
理
事　

今
野
万
里
子
氏

▼
問
い
合
せ
先

会
津
地
方
振
興
局　

県
民
生
活
課

☎（
29
）５
２
９
５

農
林
課　

農
林
整
備
係

☎（
62
）２
１
１
６

山
菜
な
ど
を
採
取
・
出

荷
す
る
際
の
注
意
点

　

山
菜
な
ど
を
採
取
・
出
荷
す
る
際

に
は
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

現
在
猪
苗
代
町
で
は
、「
コ
シ
ア

ブ
ラ
」「
タ
ラ
ノ
メ
」「
ネ
マ
ガ
リ
タ

ケ
」「
野
生
キ
ノ
コ
」
が
出
荷
制
限

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

出
荷
が
制
限
さ
れ
て
い
る
品
目
に

つ
い
て
は
、
検
査
の
結
果
、
食
品

中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
基
準
値

（
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
）を
下
回
っ

て
い
た
場
合
で
も
出
荷
す
る
こ
と
は

講
演
会

注
　
意

！　県内のクマによる人身事故で最も多いケースが山菜採
取中です。山菜は冬眠明けのクマの貴重な食べ物でもあ
り、気付かないうちに近づいてしまいます。
　山菜採取をする際は、クマ鈴などの音の出る物を必ず
携帯し、周囲に十分気を配るようお願いいたします。

■出会わないようにするための心構え
○クマ鈴、笛、ラジオなどを必ず携行する。
○クマの糞や足跡、クマ棚が確認されたら、クマが近く
にいる可能性が高いので特に周囲に注意する。

■出会ったときに興奮しない、興奮させない
　ために

○遠くにクマがいるのを発見した場合は、慌てずそっと
立ち去る。
○クマが興奮するので、大声で叫んだり、石や棒を投げ
つけたりしない。
　　　　　　　　
　　　　　　　　㉄農林課　農林整備係　☎（62）2116

クマに注意しましょう！

　町は、「広報猪苗代」に掲載する有料広告を
募集しています。事業所の宣伝、広告などにぜ
ひご活用ください。手続きや料金など、詳しく
は下記に問い合わせください。
 ㉄総務課　秘書広報係　☎（62）2111

有料広告募集中
・
第
15
号
「
猪
苗
代
町
運
転
免
許
証

自
主
返
納
支
援
事
業
実
施
要
綱
」（
総

務
課
行
政
管
理
係
）

公　

告

・
第
６
号
「
平
成
31
年
度
土
地
価
格

等
縦
覧
帳
簿
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て
」（
税
務

課
賦
課
係
）

・
第
７
号
「
平
成
31
年
３
月
分
「
農

用
地
利
用
集
積
計
画
」」（
農
業
委
員

会
農
地
係
） 

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
︑
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鶴峰住宅の外観

町
営
住
宅

猪苗代町議場（町役場３階）

掲
示
板
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夜間に外を歩く際は、夜光
反射材を身に着けましょう

　県内において、夜間における高齢
歩行者の交通死亡事故が多発してい
ます。
　福島県警察では、本年３月から歩
行者セーフティ「ピカッと守る・ふ
くしま運動」を実施し、夜光反射材
の着用推進を呼び掛けています。
　また、猪苗代警察署では、猪苗代
町を反射材着用推進のモデル地区に
指定し、反射材着用率の向上に向け
た各種活動を推進していきますので、
町民の皆さんのご協力をお願いしま
す。
　夜間に外を歩く際は、必ず「夜光
反射材」を身に着けましょう。
㉄猪苗代警察署
☎（63）0110

多重債務・貸金業に関する
相談窓口

　財務省福島財務事務所では、返済
しきれないほどの借金を抱え、お悩
みの方々からの相談に応じています。
借金の状況をお聞きし、必要に応じ
弁護士・司法書士などの専門家に引
継ぎを行います。秘密厳守、相談無
料です。お気軽にご相談ください。
　また、国や県の登録を受けずに貸
金業を営む、いわゆる「ヤミ金融」
業者には十分ご注意ください。ご利
用されている貸金業者の登録状況に
関する問い合わせや不正に利用され
ている預貯金口座に関する相談も受
け付けています。
㉄財務省福島財務事務所　理財課

（福島市松木町 13-2）
☎ 024（533）0064（多重債務者相談
窓口専用）

　福島民報新聞紙上に名前と年齢が
掲載されることをご了承ください。
●表彰該当者　昭和 44 年 1 月 1 日
から同年 12 月 31 日までに結婚し、
金婚 50 年を迎えた夫婦。また昨年
までに申し込みをしなかった夫婦も
その対象となります。　
●受付期間　7 月 11 日（木）まで
●申し込み先　町社会福祉協議会
　詳しくは下記まで問い合わせてく
ださい。
㉄町社会福祉協議会
☎（62）5168

　

　歯科口
こう

腔
くう

健康診査を
　実施します

　県後期高齢者医療広域連合では、
被保険者の皆さんの歯科健康保持お
よび疾病予防のため、下記の内容で
歯科健診を実施します。
　歯の健康は、口

こう

腔
くう

状態の悪化によ
る歯周病予防やかむ力の低下による
誤えん性肺炎予防のために大変重要
です。この機会に歯科健診を受診し
ましょう。
●対象者　福島県後期高齢者医療の
被保険者で、昭和 18 年４月２日か
ら昭和 19 年４月１日までに生まれ
た人（前年度に 75 歳に達した人）
●健診項目　問診、歯（義歯）、か
み合わせ、歯周組織、えん下の状態
など
●健診費用　無料
● 健 診 期 間　6 月 1 日 か ら 11 月

消費税の軽減税率制度に関
する説明会を開催します

　消費税率の 10％への引き上げと
軽減税率制度の実施時期（10 月１
日 ) が迫ってきました。会津若松税
務署では、事業者を対象とした消費
税の軽減税率制度に関する説明会を
開催します。　　
　消費税の軽減税率制度は、飲食料
品を取り扱う事業者だけでなく、全
ての事業者に関係のある制度ですの
で、ぜひ説明会にご参加ください。
●日時　6 月 25 日（火）

【午前の部】
受付：午前 9 時 30 分　　
説明会：午前 10 時～ 11 時 30 分

【午後の部】
受付：午後１時 30 分
説明会：午後 2 時～午後 3 時 30 分
●場所　アピオスペース展示ホール
㉄会津若松税務署法人課税第一部門
☎（27）4311　内線 222

　「しあわせ金婚夫婦」に
　表彰状と記念品を贈呈

　県老人クラブ連合会と福島民報社
では、県内で結婚 50 年の金婚式を
迎えた夫婦に表彰状と記念品を贈呈
しています（老人クラブの会員でな
くても申し込みできます）。

　　

募　　集

 31 年４月 1 日現在の現住人口
　   人　口　　　13,988 人
　　世帯数　　　  4,863 戸
　　出生　  4 人　  転入  128 人
　　死亡　28 人  　転出  221 人

   今月の納期
（納期限５月 31 日）

●軽自動車税
 　　　　　　　

●上下水道使用料
                        ５月分

30 日まで
●留意事項　
①歯科健診は、歯科医院において実
施していますので、詳しくは、5 月
下旬に各対象者へ配布される案内状
をご覧ください。
②歯科健診が無料で受診できるのは
１回となります。
③東日本大震災により避難されてい
る人も、避難先で受けられる場合が
ありますので、避難先での受診を希
望される人は、下記問い合わせ先ま
でご連絡ください。
④長期入院されている人や介護施設
へ入所されている人は、対象となら
ない場合があります。
㉄県後期高齢者医療広域連合　
☎ 024（528）9024

　未登録の銃砲刀剣類を
　発見したら、登録を！

　未登録の銃砲刀剣類を発見したと
きは、登録を受けてください。手続
きを怠ると、不法所持になり罰則を
受けることがあります。
●未登録の銃砲刀剣類を発見した場
合の手続き
①発見届け出
　未登録の銃砲刀剣類を発見したと
きは、まず最寄りの警察署に発見届
を提出してください。
②登録手続きの案内
　発見届が済むと、県教育委員会か
ら登録審査会の案内があります。
③登録審査会
　登録審査会の案内が届いたら、審
査を受けてください。審査会の日時
や持参する物は、案内に記載してあ
ります。
●その他 所有者変更・登録証紛失
についても手続きが必要です。詳し
くは下記までお問い合わせください。
㉄県教育委員会文化財課
☎ 024（521）7787

届 け 出
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猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（平成 31 年３月 31 日現在）

１　犯罪発生状況

◎なりすまし詐欺などの不審電話が発生しています。
「必ず家族に確認する。振り込む前に家族や警察に相

談する。直接家族に確認するまで絶対に振り込まない」
ようにお願いします。

◎６歳未満の子どもを乗せるときは、必ずチャイルド
シートを使用しましょう。
◎夜間、歩いて外出する際は、必ず夜光反射材を身に
着けましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 令和元年 平成 30 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 13 19 -6 -31.6
磐 　 梯 　 町 3 3 0 0.0
裏 　 磐 　 梯 3 4 -1 -25.0

　　　計 19 26 -7 -26.9

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
元年 30 年 元年 30 年 元年 30 年

窃盗犯計 4 16 1 2 2 3
空き巣
金庫破り 1
事務所荒らし
出店荒らし 1
倉庫荒らし 1
侵入盗その他 2
置引き
車上ねらい
部品ねらい
脱衣場ねらい 1 1 1
自販機ねらい 3 1
万引き 1
職場ねらい 1
さい銭盗
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 3 2 1 1 1
非侵入盗その他 4 1
自動車盗 1
オートバイ盗
自転車盗
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 2 2 1 1
詐欺・横領 1

遺失物等横領 2
器物損壊 1 1 1

その他の刑法犯 3 2
総　計 13 19 3 3 3 4
増　減 -6 0 -1

死亡事故 0 0 0 0 0 0
増　　減 0 0 0
人身事故 16 10 3 2 2 1
増　　減 6 1 1

５月 10 日～６月末の窓口業務延長日は、
５月 21 日と６月４日、18 日です。編
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半
澤
） 町では、町民の皆さんの利便性向上を図るため、毎月

第２、第４週の火曜日、午後７時まで住民票・税証明
発行などの窓口業務の時間を延長しています。
㉄総務課　行政管理係　☎（62）2111

健　　康

講　　座

暮らしの情報広場

町の人口
（福島県現住人口調査より）
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※作品は２年生時制作

版画「楽しい鉄棒」

体育の授業で楽しく鉄棒をし
ているところを版画で刷りま
した。上の方にある太陽の部
分を彫るのが難しかったです。
楽しそうに鉄棒をしている私
の顔を上手に作ることができ
ました。

Our  Museum

版画「タコタコ大集合」

今まで人間にさんざん食べら
れて怒ったタコが人間を逆襲
に行きます。工夫したところ
は、海の色をカラフルにして、
明るくしました。小さいタコ
をたくさん作って、にぎやか
にしました。

みんなの美術館
５月は猪苗代小学校のお友達の作品です
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■一口メモ■
　キャベツをたっぷりと使い、ボリュームを出します。マヨネーズが入っているので食感が軽く、家族
みんなで楽しめる一品です。

食生活改善推進員コーナー ～生活習慣病予防メニュー～　　　№ 263

林　達
た つ

司
じ

さん（４年） ※作品は３年生時制作

【材料】２人分
・ウインナーソーセージ  １本・玉ネギ  1/4 個・キャベツ  ３
～４枚・水  大さじ１・塩  小さじ 1/5・こしょう  少々 ・卵（Ｌ
サイズ）  ２個・牛乳  大さじ２・マヨネーズ  大さじ２・オリー
ブオイル  小さじ１・ホウレンソウ  1/2 束・ケチャップ  大
さじ１

【作り方】
①ウインナーソーセージを薄い輪切りに、玉ネギは縦半分に
して薄切りにします。キャベツは太めの千切りにします。
② 大きめのボウルにマヨネーズを入れて牛乳で溶きのばし、
卵を加えて泡立て器で切るように混ぜます。
③深めのフライパンに①と水を入れ、ふたをして蒸します。
野菜がしんなりしたら塩、こしょうをふり、②と混ぜます。
④空いたフライパンにオリーブオイルを入れて熱し、③を入
れて大きく混ぜます。半熟になったらふたをし、中火で２分
ほど焼きます。
⑤器に盛り、ホウレンソウを添え、ケチャップをかけていた
だきます。

【一人当たりの栄養量】
エネルギー 289㌔㌍、塩分 1.4㌘

キャベツオムレツ

（メタボ予防メニュー）

　町では、広報紙をスマートフォンなどで読むことができるアプリ
「マチイロ」による配信をしています。利用規約、プライバシーポ

リシーなどについては、㈱ホープのホームページをご覧ください。
ios 用 Android 用

※「マチイロ」アプリの利
用は無料ですが、通信料は
利用者の負担になります。
※広告が表示されますが、
その内容に猪苗代町は一切
責任を負いません。


